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新潟県小中学校 PTA連合会　推薦� 【令和 2年度】

毎月 25日までに加入 翌月 1日から補償！中途加入受付中！

この広告は団体総合生活保険の概要についてご紹介したものです。
ご加入にあたっては必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。
ご不明点等がある場合には、代理店までお問い合わせください。

令和２年10月作成　20-T01446

● 制度に関するお問い合わせ先
一般社団法人 新潟県PTA安全互助会事務局
〒950-0965　新潟市中央区新光町7-2　新潟県商工会館５F
TEL 025-280-0456（受付時間／月曜～金曜　9：00 ～ 17：00）

【幹事代理店】　有限会社 新潟コーリン
〒950-0965　新潟市中央区新光町7-2　新潟県商工会館５F
TEL 025-280-0361（受付時間／月曜～金曜　9：00 ～ 17：00）

【幹 事 保 険 会 社】	 東京海上日動火災保険株式会社
【非幹事保険会社】	 共 栄 火 災 海 上 保 険 株 式 会 社
	 三井住友海上火災保険株式会社
	 損 害 保 険 ジ ャ パ ン 株 式 会 社
	 Ａ Ｉ Ｇ 損 害 保 険 株 式 会 社

簡単! ご加入手続きは記入・投函するだけ!
学校を通じて配布された 黄色の封筒 をご確認ください。
加入依頼書を記入しご返送ください。(切手不要)
中途加入の場合の保険料は、お問い合わせ先にご連絡ください。

［令和２年度版］ 重 要 必ずご覧ください

お 手 続 き 方 法
❶プランをお選びください。
P5・M5・H・B・Cの中から
お選びください。

新潟県PTA安全互助会に加
盟している小・中学校等に
在校する児童・生徒が加入
することができます。

❷�加入依頼書を
　ご記入ください。
必要事項をご記入の上、金融機
関お届け印を押印ください。
P5・Ｍ5プランにご加入の場合
は、健康状態の告知も必ずご記
入ください。

❹�ご指定の口座から保険料
が引き落とされます。

口座引き落としの際、預金通帳
には「MBS.PTAホケン」と印字
されます。
引き落としされなかった場合は
翌月27日（土日祝日の場合は翌
営業日）に、再請求されます。

❸�返信用封筒にて
　ご郵送ください。
学校では受付できませんので同
封の専用封筒にて
ご返送ください。
（切手不要）

※サービスの内容は予告なく変更・中止となる場合があります。
※�サービスのご利用にあたっては、グループ会社・提携会社の担当者が、「お名前」「ご連絡先」「団体名」等を確認させていただきますのでご了承願います。

申 込 締 切 日（消印有効）
申込締切日 補償期間 保険料口座振替日 加入者証送付時期

第一次 3月19日（木） 令和２年4月1日午後4時～1年間 5月27日 5月
第二次 4月23日（木） 令和２年5月1日午後4時～11か月間 6月29日 6月

この保険は東京海上日動火災保険株式会社を幹事とした共同保険契約です。引受保険会社および引受割合等については、「重要事項説明書」をご確認ください。
引受幹事保険会社：東京海上日動火災保険株式会社 17-T08035　2017年12月作成

・メディカルアシスト 自動セット 受付時間＊1：24時間365日

＊1  予約制専門医相談は、事前予約が必要です（予約
受付は、24時間365日）。

0120-708-110
お電話にて各種医療に関する相談に応じます。
また、夜間の救急医療機関や最寄りの医療機関をご案内します。

緊急医療相談
常駐の救急科の専門医および看護師が、緊急
医療相談に24時間お電話で対応します。

予約制専門医相談
様々な診療分野の専門医が、輪番予約制で専
門的な医療・健康電話相談をお受けします。
転院・患者移送手配＊2

転院されるとき、民間救急車や航空機特殊搭乗手続き等、一連の手
配の一切を承ります。
＊2 実際の転院移送費用は、お客様にご負担いただきます。

夜間・休日の受付を行っている救急病院や、旅
先での最寄りの医療機関等をご案内します。

医療機関案内

がんに関する様々なお悩みに、経験豊富な医師とメディカルソー
シャルワーカーがお応えします。

がん専用相談窓口

・デイリーサポート 自動セット

法律・税務相談
提携の弁護士等が身の回りの法律や税金に関するご相談に電話でわかりやすくお応えします。また、ホームページを通じて、法律・税務
に関するご相談を24時間電子メールで受け付け、弁護士等の専門家が電子メールでご回答します。
[ホームページアドレス] www.tokiomarine-nichido.co.jp/contractor/service/consul/input.html
※弁護士等のスケジュールとの関係でご回答までに数日かかる場合があります。

・法律相談 ：10：00～18：00
・税務相談 ：14：00～16：00
・社会保険に関する相談 ：10：00～18：00
・暮らしの情報提供 ：10：00～16：00

受付時間：
いずれも
土日祝日、

年末年始を除く 0120-285-110

・介護アシスト 自動セット ※サービスの詳細は別冊資料をご確認ください。

（各サービス共通）ご注意ください
・ご利用は、保険期間中にご相談内容の事柄が発生しており、かつ現在に至るまで保険契約が継続している場合に限ります。
・ ご相談の対象は、ご契約者、ご加入者および保険の対象となる方（法人は除きます。）、またはそれらの方の配偶者＊1・ご親族＊2の方（以

下サービス対象者といいます。）のうち、いずれかの方に日本国内で発生した身の回りの事象（事業活動等を除きます。）とし、サービス対
象者からの直接の相談に限ります。

・一部の地域ではご利用いただけないサービスもあります。
・各サービスは、東京海上日動がグループ会社または提携会社を通じてご提供します。
・ メディカルアシストおよび介護アシストの電話相談は医療行為を行うものではありません。また、ご案内した医療機関で受診された場

合の費用はお客様のご負担となります。
＊1  婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある方および戸籍上の性別が同一であるが婚姻関係と異ならない程度の実質を備える状

態にある方を含みます。婚約とは異なります。
＊2 ６親等以内の血族・３親等以内の姻族をいいます。

「小・中学生総合補償制度」は2017年4月1日新規加入契約より引受幹事保険会社が東京海上日動火災保険株式会社に変更となっておりま
す。2017年3月1日以前にご加入の方は引受幹事保険会社が共栄火災海上保険株式会社となります。保険会社により補償内容等が異なり
ますので、ご注意ください。ご不明点等がございましたら下記代理店までお問い合わせください。

このパンフレットは団体総合生活保険の概要をご紹介したものです。ご加入にあたっては、必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。
ご不明な点等がある場合には、パンフレット等記載のお問い合わせ先までご連絡ください。

●制度に関するお問い合わせ先
　一般社団法人新潟県PTA安全互助会事務局
　〒950-0965
　新潟市中央区新光町7-2　新潟県商工会館5F
　TEL�025-280-0456
　（受付時間／月曜～金曜　9：00～17：00）

【幹事代理店】	有限会社　新潟コーリン
� 〒950-0965　新潟市中央区新光町7-2新潟県商工会館5F
� TEL�025-280-0361（受付時間／月曜～金曜�9：00～17：00）
【非幹事代理店】	株式会社あんしん21

【引受幹事保険会社】	東京海上日動火災保険株式会社　
� 新潟支店　新潟中央支社
� TEL�025-241-4105（受付時間／月曜～金曜�9：00～17：00）
【非幹事保険会社】	共栄火災海上保険株式会社　中央支店　新潟支社
� 三井住友海上火災保険株式会社　新潟支店　新潟支社
� 損害保険ジャパン日本興亜株式会社　新潟支店　新潟支社
� AIG損害保険株式会社　新潟支店

●もし事故が起こったときは
　＜事故受付専用フリーダイヤル＞
　東京海上日動安心110番
　TEL�0120-119-110　
　（24時間・365日対応）

小・中学生総合補償制度
ご加入のおすすめ

（団体総合生活保険）

サービスのご案内 「日頃の様々な悩み」から「もしも」のときまでバックアップ！
東京海上日動のサービス体制なら安心です。

令和２年4月1日午後4時から令和３年4月1日午後4時まで1年間（特段の申し出がないかぎり、中学卒業まで自動更新となります。）

保 険 期 間

引受保険会社に関するお知らせ

19-T04895　2019年12月作成

法律・税務・社会保険に関するお電話でのご相談や
毎日の暮らしに役立つ情報をご提供します。

暮らしの情報提供
グルメ・レジャー情報・冠婚葬祭に関する情報・各種スクール情報等、
暮らしに役立つ様々な情報を電話でご提供します。

公的年金等の社会保険について提携の社会保険労務士がわかりやす
く電話でご説明します。
※社会保険労務士のスケジュールとの関係でご回答までに数日かかる場合があります。

社会保険に関する相談

「もしも」が起こった時に
大切なお子様を

24時間いつでもどこでも
お守りする

「備え」のご案内です特長
3

特長
1 示談代行付き

個人賠償責任補償で
安心！

特長
2学校内・放課後・通学途中・プライベートを問わず

24時間補償で安心！

幅広い補償
特長
41万人以上の加入で団体割引等の

適用により 約51％割安
年間掛金3,000円～加入できます

熱中症、
細菌性食中毒も補償！

お子様ご本人だけでなく、
家族やペットが起こした
賠償事故も補償

病気で入院した場合の医療補償
（P5・M5プラン）

お子様の扶養者に
万が一のことが
あった場合の

育英費用補償
（P5・M5・Hプラン）

インフル
エンザも
対象

お子様が加害者に?? お子様がケガ

新潟県小中学校PTA連合会・新潟市小中学校PTA連合会　推薦

令和
２年度

本制度の主な特徴

PTA
小・中学生総合補償制度のご案内

新潟県小中学校PTA連合会
新潟市小中学校PTA連合会　推薦

重 要必ず封筒の中をお読みください。

２ 賠償事故の

※賠償事故を解決まで、保険のプロがしっかりサポート！
示談交渉サービスを実施！

３ 学校生活中、家庭生活中も

24時間しっかりサポート！

◆ごあいさつ◆

　保護者の皆様には平素より、PTA活動にご理解・ご協力を賜り誠にありがとうございます。
　さて、新潟県 P連・新潟市 P連としては、大切なお子様の安全のため、また保護者の皆様
方の安心の備えとして『小・中学生総合補償制度』を推薦し、この機会にご加入されること
をお奨めいたします。

新潟県小中学校 PTA 連合会 会長　板倉 久徳

新潟市小中学校 PTA 連合会 会長　小見 直樹　

３月19日（木） ４月23日（木）
お申込みもカンタン！記入・投函するだけ！（切手不要）

４月１日
補償開始

５月１日
補償開始

第
一
次

第
二
次

〈一般社団法人新潟県PTA安全互助会の任意加入の制度です〉

申込み
締切日

※プランによって補償内容が異なりますので、詳しくは同封のパンフレットでご確認ください。

団体保険なので保険料は

約51%も割安です。
１年間で3,000円～の掛金で加入できます。

1

（月々に換算すると約250円～）とお得です！（プランによって異なります。）

特長
3

特長
1 示談代行付き (国内)のみ 個人賠償責任補償で安心！

特長
2

お子様がケガお子様が加害者に!?

幅広い補償

１万人以上の加入で
団体割引等の適用により

約51％割安
１年間で年間掛金3,000円～加入できます

細菌性食中毒・熱中症・特定感染症も補償！

病気で入院した場合の
医療補償（P5・M5プラン）

お子様の扶養者に万が一の
ことがあった場合の
育英費用補償

（P5・M5・Hプラン）

小・中学生総合補償制度追加募集のお知らせ
（団体総合生活保険）

（一社）新潟県PTA安全互助会からのお知らせ

特長
4

　新型コロナウイ
ルス感染症も特定
感染症危険補償特
約で対象（後遺障
害・入院・通院）

新型コロナウイ
ルス感染症関連
肺炎も対象

学校内・放課後・通学途中・
プライベートを問わず

24時間補償で安心！「もしも」が
起こった時に
大切なお子様を

24時間いつでもどこでも
お守りする「備え」の

ご案内です

お子様ご本人
だけでなく、

家族やペットが
起こした

賠償事故も補償

支払限度額は最高１億円（P5･M5プラン）

安全普及啓発活動に
助成します！

新潟県・新潟市Ｐ連所属のPTA会員の安全と健康に関する意識の
向上を図り、その活動を奨励するために助成金を交付しています。

申請方法 

申請書等の様式のダウンロードは、ホームページで検索し
てください。
新潟県 PTA連合会  ➡ (一社）新潟県PTA安全互助会のページ

◎必ず活動前に申請が必要です。

助成額 単位PTA ２万円以内・郡市Ｐ連 ５万円以内
（申請は通算５回まで）

○講習会（自転車交通安全教室、救急法、自転車安全点検、護身術、防災、スポーツ障害予防　等）
○講演会・研修会（いじめ・ネットトラブル防止、人間関係づくり、特別支援、依存症対策、うつ病・自殺予防　等）
○その他（危険看板製作、パトロールジャンパー製作、安全マップ作り、危険箇所の修繕・除草　等）

申請事例
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く
、
新
潟

県
知
事
な
ら
び
に
県
教
育
長
に

要
望
書
を
提
出
す
る
な
ど
、
新

潟
県
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と

の
連
絡
を
密
に
し
、
郡
市
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
と
連
携
し
た
活
動
を

行
え
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
郡

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
な
ら
び
に
単

位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
に
と
っ
て
、

一
日
も
早
く
日
常
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
を
行
え
る
日
が
戻
っ
て
来
る

こ
と
を
願
っ
て
、
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

笑
顔
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
目
指
し
て会

長
　
板
倉
　
久
徳

　
当
委
員
会
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
／

メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
考
え
て
い

き
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
も
た
ら
す

子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
は
何

か
、
問
題
点
は
何
か
そ
れ
を
深

く
掘
り
下
げ
ま
す
。
良
い
使
い

方
、
正
し
い
使
い
方
の
意
見
を

出
し
合
い
研
究
し
、
子
ど
も
た

ち
の
お
手
本
と
な
る
よ
う
大
人

が
学
び
発
信
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
研
究
成

果
を
各
単
Ｐ
へ
情
報
共
有
し
Ｓ

Ｎ
Ｓ
／
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
一

人
で
も
多
く
の
会
員
が
意
識
を

高
め
ら
れ
る
よ
う
発
信
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
今
年
度
、
や
っ

て
み
た
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い

て
協
議
し
ま
す
。

　
各
郡
市
Ｐ
連
で
ど
の
様
な
活

動
を
し
て
い
る
の
か
？

　
真
似
し
た
く
な
る
、
特
色
の

あ
る
活
動
を
集
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
良
く

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
今
日
、
日
常
の
生
活
に

も
制
限
さ
れ
て
い
る
中
で
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
を
ど
の
様
に
し
て
い

る
の
か
も
情
報
交
換
出
来
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
で
は
、
今
年
度
も

２
回
の
広
報
誌
作
成
を
お
こ
な

い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
禍
に
お
け
る
激
動
の
半
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
私
た

ち
の
想
定
を
超
え
る
事
態
が

度
々
起
き
ま
し
た
。
今
後
も
子

ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
、学
校・

保
護
者
・
地
域
が
み
ん
な
で
知

恵
を
出
し
合
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
広
報
誌
で
は
情
報

や
課
題
の
共
有
を
含
め
、
県
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
の
活
動
を
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
紙
面
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

教
育
問
題
委
員
会
の
活
動

委
員
長
　
田
邉
　
修
一

組
織
検
討
委
員
会
の
活
動

委
員
長
　
小
林
　
勝
弘

広
報
委
員
会
の
活
動

委
員
長
　
徳
橋
　
和
人

　
令
和
２
年
度
の
新
潟
県
小
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
第
１
回
理

事
会
が
、
８
月
22
日（
土
）に
新
潟

テ
ル
サ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
、
５
月
中
旬

に
令
和
元
年
度
と
２
年
度
の
新

旧
理
事
が
揃
っ
て
の
理
事
会
、

６
月
上
旬
に
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
対
策
に
よ
り
い
ず

れ
も
書
面
決
議
と
な
り
、
今
回

の
理
事
会
が
初
顔
合
わ
せ
と
な

り
ま
し
た
。

　
関
ブ
ロ
と
ち
ぎ
大
会
の
縮
小

開
催
、
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の

参
加
方
法
が
協
議
事
項
と
し
て

挙
げ
ら
れ
、
賛
成
多
数
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
災
害
発
生
時
に
少
し

で
も
早
く
贈
れ
る
よ
う
に
と
、

昨
年
度
よ
り
継
続
審
議
と
な
っ

て
い
た
災
害
見
舞
金
に
つ
い
て

も
審
議
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
理
事
会
終
了
後
に
は
、
専
門

委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
例
年
で
あ
れ
ば
６
月
の
総
会

終
了
後
よ
り
活
動
が
始
め
ら
れ

る
専
門
委
員
会
が
、
今
年
度
は

８
月
下
旬
に
な
り
よ
う
や
く
始

動
し
ま
し
た
。

　
前
年
の
理
事
と
直
接
引
き
継

ぎ
が
で
き
ず
、
ま
た
状
況
も
ど

う
な
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い

う
不
安
の
中
で
の
活
動
と
な
り

ま
す
。

　
各
委
員
会
が
、
限
ら
れ
た
時

間
の
中
、
感
染
防
止
に
も
気
を

配
り
つ
つ
何
が
で
き
る
の
か
今

後
の
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。

新
潟
県
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　
理
事
会

令
和
2
年
度
　
初
開
催

役　職 所　　　属 氏　　　名
会　長 新発田 板倉　久徳
副会長 見　附 山口　裕子
副会長 新発田 髙橋　朋弘
副会長 上　越 太田　一巳
副会長 長岡市出雲崎 岩渕里江子
監　事 小学校長会 高橋　正則
監　事 佐　渡 川上　　巧
監　事 糸魚川 笠井　勝也
理　事 上　越 田中　　聡
理　事 上　越 岩城　　学
理　事 糸魚川 小林　　修
理　事 妙　高 宮越　元樹
理　事 長岡市出雲崎町 喜多村芳樹
理　事 長岡市出雲崎町 久保田麻由美
理　事 三　条 菊地　幸子
理　事 柏　崎 田邉　修一
理　事 加　茂 笠原　猛嗣
理　事 見　附 小此鬼　毅
理　事 小千谷 佐藤　友和
理　事 十日町市津南町 服部　諦円

令和２年度　役員
役　職 所　　　属 氏　　　名
理　事 南魚沼郡市 古藤　嘉一
理　事 魚　沼 中林　和俊
理　事 南蒲原 渡邊　隆幸
理　事 新発田 渡辺　佳典
理　事 五　泉 亀山　拓永
理　事 燕・弥彦 大石　俊治
理　事 村上市岩船郡 本間　洋一
理　事 阿賀野 倉島　啓至
理　事 佐　渡 土屋　康洋
理　事 胎　内 伊東　　崇
理　事 聖　籠 小林　勝弘
理　事 阿　賀 清野　和也
理　事 小学校長会 阿部　　勉
理　事 中学校長会 五十嵐喜代春
理　事 教職員組合 徳永　憲人
理　事 教職員組合 徳橋　和人
顧　問 小学校長会 吉田　　隆
顧　問 中学校長会 佐藤　幹夫
顧　問 県Ｐ連 太刀川歩美
事務局長 県Ｐ連 阿部　正利

板倉久徳会長

太田一巳副会長

山口裕子副会長 岩渕里江子副会長

髙橋朋弘副会長

１面　役員あいさつ・役員一覧
　　　理事会報告・委員会活動内容

２面　広報紙コンクール

３面　コロナ禍における学校生活

４面　県PTA安全互助会
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第18回 新潟県PTA広報紙コンクール入賞PTA

長
岡
市
立

阪
之
上
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

小学校の部
最優秀賞

上
越
市
立城

北
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

中学校の部
最優秀賞

小
学
校
の
部 

奨
励
賞

小
学
校
の
部 

優
秀
賞

胎
内
市
立
中
条
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

見
附
市
立
今
町
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

五
泉
市
立
村
松
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

三
条
市
立
大
崎
学
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

燕
市
立
吉
田
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

長
岡
市
立
表
町
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

出
雲
崎
町
立
出
雲
崎
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

中
学
校
の
部 

優
秀
賞

中
学
校
の
部 

奨
励
賞

妙
高
市
立
新
井
中
学
校 

父
母
と
教
師
の
会

校種 賞 単位PTA名 広報紙名

小

学

校

の

部

最優秀賞 長岡市立阪之上小学校PTA みつば
優秀賞 長岡市立表町小学校PTA ひかり
優秀賞 出雲崎町立出雲崎小学校PTA いぶき
奨励賞 胎内市立中条小学校PTA さんせん橋
奨励賞 見附市立今町小学校PTA ふたば
奨励賞 五泉市立村松小学校PTA ふたば松
佳　作 糸魚川市立糸魚川小学校PTA あお空
佳　作 長岡市立深沢小学校PTA 夕やけ
佳　作 柏崎市立柏崎小学校PTA かしわ
佳　作 見附市立葛巻小学校PTA くずは
佳　作 糸魚川市立能生小学校PTA はばたき
佳　作 小千谷市立東小千谷小学校PTA ひだまり
佳　作 糸魚川市立磯部小学校PTA いそべ

校種 賞 単位PTA名 広報紙名

中

学

校

の

部

最優秀賞 上越市立城北中学校PTA 城北
優秀賞 妙高市立新井中学校 父母と教師の会 新樹
奨励賞 三条市立大崎学園PTA 双流
奨励賞 燕市立吉田中学校PTA PTAだより
佳　作 燕市立燕中学校PTA つばくろ
佳　作 長岡市立宮内中学校PTA PTAだより
佳　作 弥彦村立弥彦中学校PTA たよりやひこ中
佳　作 上越市立大潟町中学校PTA 砂丘
佳　作 長岡市立秋葉中学校PTA あきば
佳　作 五泉市立五泉中学校　三親会 三親会報

第
18
回
新
潟
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
講
評

新
潟
日
報
社 

編
集
局
整
理
部
第
二
部
長　
風
間　
栄
治
様

　
私
は
新
聞
社
の
整
理
部
と
い
う

部
署
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
記
事

を
的
確
に
要
約
し
、
分
か
り
や
す

い
見
出
し
を
付
け
る
の
が
一
番
の

仕
事
で
す
。
記
事
や
写
真
・
図
解
な

ど
を
紙
面
に
レ
イ
ア
ウ
ト
し
、
読
者

に
訴
え
る
紙
面
を
作
る
の
も
大
事

で
す
。
新
聞
社
の
編
集
者（
エ
デ
ィ

タ
ー
）と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

い
か
に
読
み
手
の
目
を
引
く

か
、
日
々
試
行
錯
誤
し
ま
す
。
い

く
ら
一
生
懸
命
作
っ
て
も
手
に

取
っ
て
も
ら
え
な
け
れ
ば
、
新
聞

も
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
も
単
な
る
紙
く

ず
で
す
。
そ
の
悩
み
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
も

私
た
ち
も
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
新
聞
整
理
に
は
い
く
つ
か
の
約

束
ご
と
が
あ
り
ま
す
。
①
見
せ
た

い
写
真
は
な
る
べ
く
紙
面
の
中
央

に
配
置
す
る
②
右
上
は
一
番
目
に

付
く
か
ら
大
き
く
作
る
③
写
真
の

大
き
さ
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
―

な
ど
で
す
。

　
今
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
を
じ
っ
く

り
見
せ
て
い
た
だ
き
、
レ
ベ
ル
の

高
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
カ
ラ
ー
写

真
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
読
ま
せ

る
工
夫
が
随
所
に
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
新
聞
記
事
は
で
き
る
だ
け
多

く
の
人
が
登
場
す
る
方
が
読
ま
れ

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。職
業
柄
で
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
た
ち
や
児
童
生
徒
の

表
情
が
写
真
で
た
く
さ
ん
掲
載
さ

れ
て
い
る
広
報
紙
に
目
を
引
か
れ

ま
し
た
。

　
小
学
校
の
最
優
秀
・
阪
之
上
小

は
カ
ラ
ー
で
は
な
い
も
の
の
、
学

校
行
事
だ
け
で
な
く
、
地
域
イ
ベ

ン
ト
も
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
て

い
る
工
夫
を
感
じ
ま
し
た
。
中
抜

き
で
き
る
ペ
ラ
紙（
新
聞
用
語
で

す
）も
、
見
出
し
が
２
ペ
ー
ジ
に

渡
る
な
ど
、
視
覚
に
訴
え
る
使
い

方
で
し
た
。

　
中
学
校
の
場
合
、
学
校
と
地
域

の
行
事
が
あ
ま
り
な
い
た
め
作
り

方
も
難
し
い
と
聞
き
ま
し
た
。
城

北
中
学
校
は
合
唱
祭
、
青
少
年
演

劇
集
団
な
ど
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て

大
き
く
作
る
手
法
が
記
憶
に
残
り

ま
し
た
。
と
か
く
、
あ
れ
も
こ
れ

も
と
ニ
ュ
ー
ス
を
入
れ
た
く
な
る

で
し
ょ
う
が
、
一
番
見
せ
た
い
も

の
を
選
ん
で
作
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
ほ
か
に
も
、
大
崎
学
園
や
表
町

小
な
ど
、
ど
こ
が
最
優
秀
に
な
っ

て
も
お
か
し
く
な
い
力
作
ぞ
ろ
い

で
し
た
。
む
し
ろ
、
私
が
紙
面
作

り
の
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第18回 新潟県PTA広報紙コンクール入賞PTA
（応募数：小学校40校　中学校22校）
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行
事
の
中
止
・
縮
小
が
続
く
中
で

子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
が
心
配
で

す
。
学
校
で
は
ど
の
よ
う
に
教
育

活
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
か
？

　
長
期
間
の
臨
時
休
業
措
置
。
修
学

旅
行
、
運
動
会・体
育
祭
、
文
化
祭
、

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
等
の
中
止
又
は
規

模
を
縮
小
し
て
の
実
施
。各
種
大
会・

コ
ン
ク
ー
ル
等
の
中
止
。
感
染
拡
大

防
止
に
向
け
て
の
厳
し
い
規
制
・
制

限
の
中
で
の
教
育
活
動
の
再
開
。
２

月
下
旬
以
降
約
８
ヶ
月
、
児
童
生
徒

が
コ
ロ
ナ
禍
に
振
り
回
さ
れ
、
目
標

を
見
失
い
、
大
き
な
不
安
と
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す

が
、
学
校
は
、
非
日
常
の
連
続
か
ら

少
し
ず
つ
脱
却
し
、
本
来
の
教
育
活

動
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
学
校
行
事
に
は
そ
れ
ぞ
れ
教
育
的

意
義
や
価
値
に
照
ら
し
た
目
的
が
あ

り
ま
す
。
行
事
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
が
大
き
く
成
長
す
る
姿
を
私
た
ち

は
毎
年
繰
り
返
し
見
て
き
て
い
ま

す
。
学
校
行
事
で
、
子
ど
も
た
ち
の

資
質
・
能
力
を
更
に
伸
ば
す
た
め
、

よ
り
深
化
し
た
活
動
を
目
指
し
、
今

ま
で
の
取
組
に
工
夫
と
改
善
を
加
え

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

行
事
の
中
止
は
可
能
な
限
り
避
け
た

い
と
い
う
思
い
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
感
染
防
止
の
観
点
に
照
ら
し
、
感

染
拡
大
地
域
へ
の
修
学
旅
行
や
様
々

な
地
域
か
ら
多
数
の
児
童
生
徒
が
集

う
活
動
は
残
念
な
が
ら
中
止
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

　
私
は
、
学
校
行
事
も
含
め
た
教
育

活
動
の
全
般
を
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
下

で
で
き
る
活
動
は
何
か
、
コ
ロ
ナ
禍

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
活
動
は
何
か
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
考
え
創
り
上

げ
て
い
く
令
和
２
年
度
と
と
ら
え
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
２
年
度

に
失
わ
れ
た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
逆
に
得
ら
れ
た
こ
と
学
ん

だ
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
正

に
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
今
ま
で
見

え
な
か
っ
た
も
の
が
見
え
、
今
ま
で

考
え
が
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
に
も
考

え
が
及
び
、
各
学
校
で
は
、
今
ま
で

に
な
い
工
夫
し
た
教
育
活
動
を
模
索

し
実
践
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
を
令
和
３
年
度
以
降
の
教
育

課
程
の
編
成
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
子
ど
も

た
ち
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
の
戦
い
・
コ

ロ
ナ
禍
へ
の
挑
戦
の
真
っ
只
中
で
す

が
、
挑
戦
し
た
そ
の
先
に
あ
る
子
ど

も
た
ち
の
大
き
な
学
び
と
成
長
を
実

感
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
私

た
ち
大
人
が
想
像
し
て
い
る
以
上

に
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
の
中
で

た
く
ま
し
く
、
そ
し
て
、
し
な
や
か

な
成
長
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

Ｑ
２�

学
習
の
遅
れ
が
心
配
で
す
。
現

在
の
状
況
と
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
市
町
村
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、

３
月
か
ら
臨
時
休
業
措
置
が
と
ら
れ

休
業
日
数
は
延
べ
30
日
間
程
度
、
授

業
時
数
に
換
算
す
る
と
１
８
０
時
間

程
度
で
す
。
夏
休
み
期
間
の
短
縮
や

７
限
授
業
の
実
施
、
各
種
大
会
等
の

中
止
に
よ
る
授
業
時
数
の
確
保
な
ど

９
月
末
現
在
で
概
ね
授
業
の
遅
れ
は

回
復
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
授
業
の

遅
れ
を
回
復
す
る
た
め
に
授
業
の
進

み
方
が
早
く
て
理
解
が
不
十
分
な
状

態
で
次
に
進
ん
で
い
る
と
い
う
心
配

の
声
も
あ
り
ま
す
が
、
通
常
の
授
業

進
度
で
進
ん
で
い
ま
す
し
、
放
課
後

や
昼
休
み
等
の
補
充
学
習
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、「
主
体
的・

対
話
的
で
深
い
学
び
」の
授
業
づ
く

り
も
グ
ル
ー
プ
活
動
の
制
限
等
で
制

約
は
あ
り
ま
す
が
、
各
校
工
夫
し
た

授
業
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
臨

時
休
業
を
経
て
、
私
た
ち
教
員
は
授

業
が
で
き
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を

痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

も「
分
か
る
授
業
」づ
く
り
の
大
き
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
居
て
こ
そ
の
学
校
で
あ

り
、
改
め
て「
子
ど
も
た
ち
は
褒
め

ら
れ
る
た
め
に
学
校
に
き
て
い
る
」

こ
の
こ
と
を
大
切
に
し
た
教
育
活
動

の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

Ｑ
３�

差
別
や
い
じ
め
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス

を
聞
き
ま
す
。
学
校
の
対
応
と
ケ

ア
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
た
ち
の
モ
デ
ル
は
身
近
な

大
人
で
す
。
毎
日
の
よ
う
に
差
別
や

デ
マ
が
拡
散
さ
れ
て
い
る
と
い
う
大

人
社
会
の
現
状
を
子
ど
も
た
ち
は
ど

う
見
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
大
人（
家

族
、
学
校
職
員
等
）で
あ
る
私
た
ち

が「
も
し
も
自
分
や
家
族
な
ど
大
切

な
人
が
差
別
や
い
じ
め
に
あ
っ
た
ら

と
想
い
を
馳
せ
、
心
な
い
言
動
は
絶

対
に
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
」、「
差

別
や
い
じ
め
が
広
が
る
と
結
果
的
に

感
染
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
」を
繰

り
返
し
、
繰
り
返
し
伝
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も

は
未
来
の
宝
物
。
世
界
に
た
っ
た
ひ

と
つ
の
存
在
で
あ
り
命
で
あ
る
こ
と

を
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る
全
て
の
大

人
が
認
識
し
、「
子
ど
も
に
正
対
し
、

話
を
傾
聴
し
、
丁
寧
に
寄
り
添
い
、

関
わ
る
こ
と
」、「
焦
ら
ず
、慌
て
ず
、

受
容
す
る
姿
勢
を
取
る
た
め
に
、
私

た
ち
大
人
の
心
の
ゆ
と
り
、
余
裕
を

持
つ
こ
と
」が
大
切
で
す
。

Ｑ
４�

校
内
に
感
染
者
が
出
た
と
き
の

対
応
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
学
校
職
員
も
保
護
者
の
方
も
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
感
染
者
の
発
生
は
あ

り
う
る
と
い
う
危
機
意
識
を
高
く
持

つ
こ
と
が
重
要
で
す
。
校
内
で
感
染

者
や
濃
厚
接
触
者
が
発
生
し
た
場
合

の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
各
市
町
村
教
育
委
員
会
で
作
成

し
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

様
々
な
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
ま
す
の

で
臨
機
応
変
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
市
町
村
教
育
委
員
会
、
保
健
所

等
の
関
係
機
関
の
指
導
の
も
と
対
応

し
て
い
き
ま
す
が
、
守
る
べ
き
３
つ

の
こ
と
、「
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
」、

「
職
員
の
安
全
を
守
る
」、「
教
育
課

程
を
守
る
」こ
と
を
念
頭
に「
子
ど

も
」を
主
語
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
５�

�

家
庭
内
で
気
を
つ
け
て
ほ
し
い

こ
と
や
親
と
し
て
学
校
に
対
し

て
手
伝
っ
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ

れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
先
ず
は
家
庭
内
で
で
き
る
感
染
防

止
に
向
け
た
取
組（
帰
宅
時
の
手
洗

い
、
消
毒
、
十
分
な
睡
眠
と
食
事
、

適
度
な
運
動
な
ど
）を
徹
底
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
前
述
し
た
差
別
や

偏
見
が
い
か
に
愚
か
な
こ
と
で
決
し

て
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
あ
る

こ
と
を
ニ
ュ
ー
ス
等
の
事
例
を
も
と

に
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
わ

か
り
や
す
い
言
葉
で
語
っ
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
誰
も
が
大
き
な
不
安
と
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
る
現
状
の
中
で
、
頑

張
っ
て
い
る
我
が
子
の
確
か
な
成
長

を
見
つ
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
成
長
し
た
こ
と
や
頑
張
っ
て

い
る
姿
を
子
ど
も
に
向
け
て
発
信

し
、
家
庭
も
学
校
も「
子
ど
も
が
自

分
に
対
す
る
信
頼（
自
分
に
は
よ
い

と
こ
ろ
が
あ
る
。
自
分
は
ひ
と
り
の

大
切
な
人
間
で
あ
る
と
い
う
思
い
）」

を
よ
り
強
固
に
す
る
場
で
あ
る
と
、

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
実
感
で
き

る
取
組
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
先
日
、
我
が
家
の
娘
が「
今
私
た
ち
は
歴
史
の
教
科
書
に
載
る
よ
う
な
出
来
事
の
中
に
い
る
の
だ

ね
。」と
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。
親
と
し
て
子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
を
様
々

心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
一
言
を
聞
き
少
し
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
今
回
の
号
で
は
、
多
く
の
行

事
が
中
止
と
な
り
苦
労
し
ま
し
た
が
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
安
心
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
に

広
報
委
員
で
知
恵
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
そ
の
思
い
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　
久
保
田
麻
由
美
）

編 集 後 記

五泉中学校
五十嵐 喜代春 校長

県P連理事の五十嵐先生にお聞きしました

~コロナ禍における学校生活～
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

I N T E R V I EW

令
和
２
年
度

新
潟
県
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
表
彰
受
賞
者

祝団
体
表
彰

上　
越　
上
越
市
立
和
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

上　
越　
上
越
教
育
大
学
附
属
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

柏　
崎　
柏
崎
市
立
枇
杷
島
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

柏　
崎　
柏
崎
市
立
第
五
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

見　
附　
見
附
市
立
南
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

小
千
谷　
小
千
谷
市
立
小
千
谷
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

十
日
町　
十
日
町
市
立
貝
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

（
以
上
７
団
体
）

個
人
表
彰

上　
　
　
越　
大
塚　
　
忍

上　
　
　
越　
吉
野　
浩
幸

上　
　
　
越　
久
保
田
和
幸

長
岡
出
雲
崎　
太
刀
川
歩
美

長
岡
出
雲
崎　
古
川
原　
渉

長
岡
出
雲
崎　
高
橋　
明
子

長
岡
出
雲
崎　
大
貫　
佳
代

三　
　
　
条　
佐
藤　
道
春

柏　
　
　
崎　
布
施　
　
真

加　
　
　
茂　
中
野　
雅
也

見　
　
　
附　
五
十
嵐
幸
恵

小　
千　
谷　
石
上　
香
織

十
日
町
津
南　
羽
鳥　
高
史

魚　
　
　
沼　
小
林　
俊
彦

南　
蒲　
原　
豊
田　
　
誠

新　
発　
田　
池
田　
智
昭

五　
　
　
泉　
井
野
元
広
樹

燕 

・ 

弥
彦　
下
村　
克
実

村
上
岩
船　
藤
田　
　
亮

阿　
賀　
野　
関　
　
　
佑

佐　
　
　
渡　
岩
月　
祐
護

胎　
　
　
内　
安
原　
一
也

聖　
　
　
籠　
安
㞍　
　
学

阿　
　
　
賀　
小
池　
　
賢

（
以
上
24
名
）

例
年
県
Ｐ
研
究
大
会
で
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
研
究
大
会
が
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
紙

面
に
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※最優秀賞、優秀賞、奨励賞は、全国小・中学校PTA広報紙コンクールへ推薦いたします。

体育祭 ～間隔をとったダンスパフォーマンス～

少人数での学習

おしえて
校長先生

県民サポーター募集
いじめは学校の中だけで

なく、学校外でも起こりえます。
「深めよう 絆 にいがた県民会議」は、い

じめ問題に関心をもち、その防止に協力し
ていただける人を増やし、児童生徒が安心して

生活できる環境を作りたいと考えています。そこ
で、県民サポーターを広く募集します。

※�「深めよう 絆 にいがた県民会議」とは、県教育委員会をはじめ、県
議会やマスメディア、PTA連合会、校長会など、県内各界の56団体、
及び運動の趣旨に賛同する企業などによって構成された組織です。

問い合わせ先 深 め よ う 絆 に い が た 県 民 会 議
事務局：新潟県教育庁生徒指導課　TEL 025-280-5793

いじめ見逃しゼロ県民運動

登録をお願いします！
　中・高校生年代の皆さんはもとより、保護者や学校関係者、地域の方々、
県民運動を支援いただいている企業・団体に所属する方々など、広く県
民の皆様から県民サポーターになっていただける方を募集しています。
皆さんからの登録をお待ちしています。

メールでの登録ができるようになりました！
　右下のQRコードを読み取り、空メールを送信し
てください。または、「ijime０@m.bmb.jp」（い
じめゼロ）へ直接空メールを送信してください。登
録後すぐに登録完了メールが返信されます。メー
ルが返信されない場合は、迷惑メー
ル拒否等の設定がされている可能性
がありますので、お手持ちの携帯電
話、PCの設定をご確認ください。

LINEでの登録はこちら
LINEアプリ「ホーム」→「友だち追
加」から「ID検索」or「QRコード追
加」で登録

ID：@ijime０（ゼロ）

QRコードは
こちら！

登録すると
どんなことがあるの？
LINEやメールを通じて、県民
運動に関する情報や活動など
の案内をお知らせします。

（月１～２回程度）

●�県民運動に関心をもってもらい、口コ
ミなどで身近な人へ県民運動について
話題提供していただきます。

●�無理のない範囲で「いじめ見逃しゼロ県
民運動」の取組（「いじめ見逃しゼロキャ
ラバン」など）へ参加していただきます。

県民サポーターって
何をするの？
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第18回 新潟県PTA広報紙コンクール入賞PTA

長
岡
市
立

阪
之
上
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

小学校の部
最優秀賞

上
越
市
立城

北
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

中学校の部
最優秀賞

小
学
校
の
部 

奨
励
賞

小
学
校
の
部 

優
秀
賞

胎
内
市
立
中
条
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

見
附
市
立
今
町
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

五
泉
市
立
村
松
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

三
条
市
立
大
崎
学
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

燕
市
立
吉
田
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

長
岡
市
立
表
町
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

出
雲
崎
町
立
出
雲
崎
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

中
学
校
の
部 

優
秀
賞

中
学
校
の
部 

奨
励
賞

妙
高
市
立
新
井
中
学
校 

父
母
と
教
師
の
会

校種 賞 単位PTA名 広報紙名

小

学

校

の

部

最優秀賞 長岡市立阪之上小学校PTA みつば
優秀賞 長岡市立表町小学校PTA ひかり
優秀賞 出雲崎町立出雲崎小学校PTA いぶき
奨励賞 胎内市立中条小学校PTA さんせん橋
奨励賞 見附市立今町小学校PTA ふたば
奨励賞 五泉市立村松小学校PTA ふたば松
佳　作 糸魚川市立糸魚川小学校PTA あお空
佳　作 長岡市立深沢小学校PTA 夕やけ
佳　作 柏崎市立柏崎小学校PTA かしわ
佳　作 見附市立葛巻小学校PTA くずは
佳　作 糸魚川市立能生小学校PTA はばたき
佳　作 小千谷市立東小千谷小学校PTA ひだまり
佳　作 糸魚川市立磯部小学校PTA いそべ

校種 賞 単位PTA名 広報紙名

中

学

校

の

部

最優秀賞 上越市立城北中学校PTA 城北
優秀賞 妙高市立新井中学校 父母と教師の会 新樹
奨励賞 三条市立大崎学園PTA 双流
奨励賞 燕市立吉田中学校PTA PTAだより
佳　作 燕市立燕中学校PTA つばくろ
佳　作 長岡市立宮内中学校PTA PTAだより
佳　作 弥彦村立弥彦中学校PTA たよりやひこ中
佳　作 上越市立大潟町中学校PTA 砂丘
佳　作 長岡市立秋葉中学校PTA あきば
佳　作 五泉市立五泉中学校　三親会 三親会報

第
18
回
新
潟
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
講
評

新
潟
日
報
社 

編
集
局
整
理
部
第
二
部
長　
風
間　
栄
治
様

　
私
は
新
聞
社
の
整
理
部
と
い
う

部
署
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
記
事

を
的
確
に
要
約
し
、
分
か
り
や
す

い
見
出
し
を
付
け
る
の
が
一
番
の

仕
事
で
す
。
記
事
や
写
真
・
図
解
な

ど
を
紙
面
に
レ
イ
ア
ウ
ト
し
、
読
者

に
訴
え
る
紙
面
を
作
る
の
も
大
事

で
す
。
新
聞
社
の
編
集
者（
エ
デ
ィ

タ
ー
）と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

い
か
に
読
み
手
の
目
を
引
く

か
、
日
々
試
行
錯
誤
し
ま
す
。
い

く
ら
一
生
懸
命
作
っ
て
も
手
に

取
っ
て
も
ら
え
な
け
れ
ば
、
新
聞

も
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
も
単
な
る
紙
く

ず
で
す
。
そ
の
悩
み
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
も

私
た
ち
も
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
新
聞
整
理
に
は
い
く
つ
か
の
約

束
ご
と
が
あ
り
ま
す
。
①
見
せ
た

い
写
真
は
な
る
べ
く
紙
面
の
中
央

に
配
置
す
る
②
右
上
は
一
番
目
に

付
く
か
ら
大
き
く
作
る
③
写
真
の

大
き
さ
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
―

な
ど
で
す
。

　
今
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
を
じ
っ
く

り
見
せ
て
い
た
だ
き
、
レ
ベ
ル
の

高
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
カ
ラ
ー
写

真
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
読
ま
せ

る
工
夫
が
随
所
に
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
新
聞
記
事
は
で
き
る
だ
け
多

く
の
人
が
登
場
す
る
方
が
読
ま
れ

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。職
業
柄
で
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
た
ち
や
児
童
生
徒
の

表
情
が
写
真
で
た
く
さ
ん
掲
載
さ

れ
て
い
る
広
報
紙
に
目
を
引
か
れ

ま
し
た
。

　
小
学
校
の
最
優
秀
・
阪
之
上
小

は
カ
ラ
ー
で
は
な
い
も
の
の
、
学

校
行
事
だ
け
で
な
く
、
地
域
イ
ベ

ン
ト
も
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
て

い
る
工
夫
を
感
じ
ま
し
た
。
中
抜

き
で
き
る
ペ
ラ
紙（
新
聞
用
語
で

す
）も
、
見
出
し
が
２
ペ
ー
ジ
に

渡
る
な
ど
、
視
覚
に
訴
え
る
使
い

方
で
し
た
。

　
中
学
校
の
場
合
、
学
校
と
地
域

の
行
事
が
あ
ま
り
な
い
た
め
作
り

方
も
難
し
い
と
聞
き
ま
し
た
。
城

北
中
学
校
は
合
唱
祭
、
青
少
年
演

劇
集
団
な
ど
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て

大
き
く
作
る
手
法
が
記
憶
に
残
り

ま
し
た
。
と
か
く
、
あ
れ
も
こ
れ

も
と
ニ
ュ
ー
ス
を
入
れ
た
く
な
る

で
し
ょ
う
が
、
一
番
見
せ
た
い
も

の
を
選
ん
で
作
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
ほ
か
に
も
、
大
崎
学
園
や
表
町

小
な
ど
、
ど
こ
が
最
優
秀
に
な
っ

て
も
お
か
し
く
な
い
力
作
ぞ
ろ
い

で
し
た
。
む
し
ろ
、
私
が
紙
面
作

り
の
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第18回 新潟県PTA広報紙コンクール入賞PTA
（応募数：小学校40校　中学校22校）

Ｑ
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行
事
の
中
止
・
縮
小
が
続
く
中
で

子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
が
心
配
で

す
。
学
校
で
は
ど
の
よ
う
に
教
育

活
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
か
？

　
長
期
間
の
臨
時
休
業
措
置
。
修
学

旅
行
、
運
動
会・体
育
祭
、
文
化
祭
、

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
等
の
中
止
又
は
規

模
を
縮
小
し
て
の
実
施
。各
種
大
会・

コ
ン
ク
ー
ル
等
の
中
止
。
感
染
拡
大

防
止
に
向
け
て
の
厳
し
い
規
制
・
制

限
の
中
で
の
教
育
活
動
の
再
開
。
２

月
下
旬
以
降
約
８
ヶ
月
、
児
童
生
徒

が
コ
ロ
ナ
禍
に
振
り
回
さ
れ
、
目
標

を
見
失
い
、
大
き
な
不
安
と
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す

が
、
学
校
は
、
非
日
常
の
連
続
か
ら

少
し
ず
つ
脱
却
し
、
本
来
の
教
育
活

動
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
学
校
行
事
に
は
そ
れ
ぞ
れ
教
育
的

意
義
や
価
値
に
照
ら
し
た
目
的
が
あ

り
ま
す
。
行
事
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
が
大
き
く
成
長
す
る
姿
を
私
た
ち

は
毎
年
繰
り
返
し
見
て
き
て
い
ま

す
。
学
校
行
事
で
、
子
ど
も
た
ち
の

資
質
・
能
力
を
更
に
伸
ば
す
た
め
、

よ
り
深
化
し
た
活
動
を
目
指
し
、
今

ま
で
の
取
組
に
工
夫
と
改
善
を
加
え

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

行
事
の
中
止
は
可
能
な
限
り
避
け
た

い
と
い
う
思
い
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
感
染
防
止
の
観
点
に
照
ら
し
、
感

染
拡
大
地
域
へ
の
修
学
旅
行
や
様
々

な
地
域
か
ら
多
数
の
児
童
生
徒
が
集

う
活
動
は
残
念
な
が
ら
中
止
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

　
私
は
、
学
校
行
事
も
含
め
た
教
育

活
動
の
全
般
を
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
下

で
で
き
る
活
動
は
何
か
、
コ
ロ
ナ
禍

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
活
動
は
何
か
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
考
え
創
り
上

げ
て
い
く
令
和
２
年
度
と
と
ら
え
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
２
年
度

に
失
わ
れ
た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
逆
に
得
ら
れ
た
こ
と
学
ん

だ
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
正

に
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
今
ま
で
見

え
な
か
っ
た
も
の
が
見
え
、
今
ま
で

考
え
が
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
に
も
考

え
が
及
び
、
各
学
校
で
は
、
今
ま
で

に
な
い
工
夫
し
た
教
育
活
動
を
模
索

し
実
践
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
を
令
和
３
年
度
以
降
の
教
育

課
程
の
編
成
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
子
ど
も

た
ち
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
の
戦
い
・
コ

ロ
ナ
禍
へ
の
挑
戦
の
真
っ
只
中
で
す

が
、
挑
戦
し
た
そ
の
先
に
あ
る
子
ど

も
た
ち
の
大
き
な
学
び
と
成
長
を
実

感
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
私

た
ち
大
人
が
想
像
し
て
い
る
以
上

に
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
の
中
で

た
く
ま
し
く
、
そ
し
て
、
し
な
や
か

な
成
長
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

Ｑ
２�

学
習
の
遅
れ
が
心
配
で
す
。
現

在
の
状
況
と
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
市
町
村
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、

３
月
か
ら
臨
時
休
業
措
置
が
と
ら
れ

休
業
日
数
は
延
べ
30
日
間
程
度
、
授

業
時
数
に
換
算
す
る
と
１
８
０
時
間

程
度
で
す
。
夏
休
み
期
間
の
短
縮
や

７
限
授
業
の
実
施
、
各
種
大
会
等
の

中
止
に
よ
る
授
業
時
数
の
確
保
な
ど

９
月
末
現
在
で
概
ね
授
業
の
遅
れ
は

回
復
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
授
業
の

遅
れ
を
回
復
す
る
た
め
に
授
業
の
進

み
方
が
早
く
て
理
解
が
不
十
分
な
状

態
で
次
に
進
ん
で
い
る
と
い
う
心
配

の
声
も
あ
り
ま
す
が
、
通
常
の
授
業

進
度
で
進
ん
で
い
ま
す
し
、
放
課
後

や
昼
休
み
等
の
補
充
学
習
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、「
主
体
的・

対
話
的
で
深
い
学
び
」の
授
業
づ
く

り
も
グ
ル
ー
プ
活
動
の
制
限
等
で
制

約
は
あ
り
ま
す
が
、
各
校
工
夫
し
た

授
業
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
臨

時
休
業
を
経
て
、
私
た
ち
教
員
は
授

業
が
で
き
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を

痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

も「
分
か
る
授
業
」づ
く
り
の
大
き
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
居
て
こ
そ
の
学
校
で
あ

り
、
改
め
て「
子
ど
も
た
ち
は
褒
め

ら
れ
る
た
め
に
学
校
に
き
て
い
る
」

こ
の
こ
と
を
大
切
に
し
た
教
育
活
動

の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

Ｑ
３�

差
別
や
い
じ
め
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス

を
聞
き
ま
す
。
学
校
の
対
応
と
ケ

ア
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
た
ち
の
モ
デ
ル
は
身
近
な

大
人
で
す
。
毎
日
の
よ
う
に
差
別
や

デ
マ
が
拡
散
さ
れ
て
い
る
と
い
う
大

人
社
会
の
現
状
を
子
ど
も
た
ち
は
ど

う
見
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
大
人（
家

族
、
学
校
職
員
等
）で
あ
る
私
た
ち

が「
も
し
も
自
分
や
家
族
な
ど
大
切

な
人
が
差
別
や
い
じ
め
に
あ
っ
た
ら

と
想
い
を
馳
せ
、
心
な
い
言
動
は
絶

対
に
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
」、「
差

別
や
い
じ
め
が
広
が
る
と
結
果
的
に

感
染
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
」を
繰

り
返
し
、
繰
り
返
し
伝
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も

は
未
来
の
宝
物
。
世
界
に
た
っ
た
ひ

と
つ
の
存
在
で
あ
り
命
で
あ
る
こ
と

を
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る
全
て
の
大

人
が
認
識
し
、「
子
ど
も
に
正
対
し
、

話
を
傾
聴
し
、
丁
寧
に
寄
り
添
い
、

関
わ
る
こ
と
」、「
焦
ら
ず
、慌
て
ず
、

受
容
す
る
姿
勢
を
取
る
た
め
に
、
私

た
ち
大
人
の
心
の
ゆ
と
り
、
余
裕
を

持
つ
こ
と
」が
大
切
で
す
。

Ｑ
４�

校
内
に
感
染
者
が
出
た
と
き
の

対
応
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
学
校
職
員
も
保
護
者
の
方
も
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
感
染
者
の
発
生
は
あ

り
う
る
と
い
う
危
機
意
識
を
高
く
持

つ
こ
と
が
重
要
で
す
。
校
内
で
感
染

者
や
濃
厚
接
触
者
が
発
生
し
た
場
合

の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
各
市
町
村
教
育
委
員
会
で
作
成

し
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

様
々
な
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
ま
す
の

で
臨
機
応
変
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
市
町
村
教
育
委
員
会
、
保
健
所

等
の
関
係
機
関
の
指
導
の
も
と
対
応

し
て
い
き
ま
す
が
、
守
る
べ
き
３
つ

の
こ
と
、「
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
」、

「
職
員
の
安
全
を
守
る
」、「
教
育
課

程
を
守
る
」こ
と
を
念
頭
に「
子
ど

も
」を
主
語
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
５�

�

家
庭
内
で
気
を
つ
け
て
ほ
し
い

こ
と
や
親
と
し
て
学
校
に
対
し

て
手
伝
っ
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ

れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
先
ず
は
家
庭
内
で
で
き
る
感
染
防

止
に
向
け
た
取
組（
帰
宅
時
の
手
洗

い
、
消
毒
、
十
分
な
睡
眠
と
食
事
、

適
度
な
運
動
な
ど
）を
徹
底
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
前
述
し
た
差
別
や

偏
見
が
い
か
に
愚
か
な
こ
と
で
決
し

て
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
あ
る

こ
と
を
ニ
ュ
ー
ス
等
の
事
例
を
も
と

に
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
わ

か
り
や
す
い
言
葉
で
語
っ
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
誰
も
が
大
き
な
不
安
と
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
る
現
状
の
中
で
、
頑

張
っ
て
い
る
我
が
子
の
確
か
な
成
長

を
見
つ
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
成
長
し
た
こ
と
や
頑
張
っ
て

い
る
姿
を
子
ど
も
に
向
け
て
発
信

し
、
家
庭
も
学
校
も「
子
ど
も
が
自

分
に
対
す
る
信
頼（
自
分
に
は
よ
い

と
こ
ろ
が
あ
る
。
自
分
は
ひ
と
り
の

大
切
な
人
間
で
あ
る
と
い
う
思
い
）」

を
よ
り
強
固
に
す
る
場
で
あ
る
と
、

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
実
感
で
き

る
取
組
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
先
日
、
我
が
家
の
娘
が「
今
私
た
ち
は
歴
史
の
教
科
書
に
載
る
よ
う
な
出
来
事
の
中
に
い
る
の
だ

ね
。」と
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。
親
と
し
て
子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
を
様
々

心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
一
言
を
聞
き
少
し
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
今
回
の
号
で
は
、
多
く
の
行

事
が
中
止
と
な
り
苦
労
し
ま
し
た
が
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
安
心
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
に

広
報
委
員
で
知
恵
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
そ
の
思
い
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　
久
保
田
麻
由
美
）

編 集 後 記

五泉中学校
五十嵐 喜代春 校長

県P連理事の五十嵐先生にお聞きしました

~コロナ禍における学校生活～
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

I N T E R V I EW

令
和
２
年
度

新
潟
県
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
表
彰
受
賞
者

祝団
体
表
彰

上　
越　
上
越
市
立
和
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

上　
越　
上
越
教
育
大
学
附
属
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

柏　
崎　
柏
崎
市
立
枇
杷
島
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

柏　
崎　
柏
崎
市
立
第
五
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

見　
附　
見
附
市
立
南
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

小
千
谷　
小
千
谷
市
立
小
千
谷
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

十
日
町　
十
日
町
市
立
貝
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

（
以
上
７
団
体
）

個
人
表
彰

上　
　
　
越　
大
塚　
　
忍

上　
　
　
越　
吉
野　
浩
幸

上　
　
　
越　
久
保
田
和
幸

長
岡
出
雲
崎　
太
刀
川
歩
美

長
岡
出
雲
崎　
古
川
原　
渉

長
岡
出
雲
崎　
高
橋　
明
子

長
岡
出
雲
崎　
大
貫　
佳
代

三　
　
　
条　
佐
藤　
道
春

柏　
　
　
崎　
布
施　
　
真

加　
　
　
茂　
中
野　
雅
也

見　
　
　
附　
五
十
嵐
幸
恵

小　
千　
谷　
石
上　
香
織

十
日
町
津
南　
羽
鳥　
高
史

魚　
　
　
沼　
小
林　
俊
彦

南　
蒲　
原　
豊
田　
　
誠

新　
発　
田　
池
田　
智
昭

五　
　
　
泉　
井
野
元
広
樹

燕 

・ 

弥
彦　
下
村　
克
実

村
上
岩
船　
藤
田　
　
亮

阿　
賀　
野　
関　
　
　
佑

佐　
　
　
渡　
岩
月　
祐
護

胎　
　
　
内　
安
原　
一
也

聖　
　
　
籠　
安
㞍　
　
学

阿　
　
　
賀　
小
池　
　
賢

（
以
上
24
名
）

例
年
県
Ｐ
研
究
大
会
で
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
研
究
大
会
が
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
紙

面
に
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※最優秀賞、優秀賞、奨励賞は、全国小・中学校PTA広報紙コンクールへ推薦いたします。

体育祭 ～間隔をとったダンスパフォーマンス～

少人数での学習

おしえて
校長先生

県民サポーター募集
いじめは学校の中だけで

なく、学校外でも起こりえます。
「深めよう 絆 にいがた県民会議」は、い

じめ問題に関心をもち、その防止に協力し
ていただける人を増やし、児童生徒が安心して

生活できる環境を作りたいと考えています。そこ
で、県民サポーターを広く募集します。

※�「深めよう 絆 にいがた県民会議」とは、県教育委員会をはじめ、県
議会やマスメディア、PTA連合会、校長会など、県内各界の56団体、
及び運動の趣旨に賛同する企業などによって構成された組織です。

問い合わせ先 深 め よ う 絆 に い が た 県 民 会 議
事務局：新潟県教育庁生徒指導課　TEL 025-280-5793

いじめ見逃しゼロ県民運動

登録をお願いします！
　中・高校生年代の皆さんはもとより、保護者や学校関係者、地域の方々、
県民運動を支援いただいている企業・団体に所属する方々など、広く県
民の皆様から県民サポーターになっていただける方を募集しています。
皆さんからの登録をお待ちしています。

メールでの登録ができるようになりました！
　右下のQRコードを読み取り、空メールを送信し
てください。または、「ijime０@m.bmb.jp」（い
じめゼロ）へ直接空メールを送信してください。登
録後すぐに登録完了メールが返信されます。メー
ルが返信されない場合は、迷惑メー
ル拒否等の設定がされている可能性
がありますので、お手持ちの携帯電
話、PCの設定をご確認ください。

LINEでの登録はこちら
LINEアプリ「ホーム」→「友だち追
加」から「ID検索」or「QRコード追
加」で登録

ID：@ijime０（ゼロ）

QRコードは
こちら！

登録すると
どんなことがあるの？
LINEやメールを通じて、県民
運動に関する情報や活動など
の案内をお知らせします。

（月１～２回程度）

●�県民運動に関心をもってもらい、口コ
ミなどで身近な人へ県民運動について
話題提供していただきます。

●�無理のない範囲で「いじめ見逃しゼロ県
民運動」の取組（「いじめ見逃しゼロキャ
ラバン」など）へ参加していただきます。

県民サポーターって
何をするの？
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新潟県小中学校 PTA連合会　推薦� 【令和 2年度】

毎月 25日までに加入 翌月 1日から補償！中途加入受付中！

この広告は団体総合生活保険の概要についてご紹介したものです。
ご加入にあたっては必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。
ご不明点等がある場合には、代理店までお問い合わせください。

令和２年10月作成　20-T01446

● 制度に関するお問い合わせ先
一般社団法人 新潟県PTA安全互助会事務局
〒950-0965　新潟市中央区新光町7-2　新潟県商工会館５F
TEL 025-280-0456（受付時間／月曜～金曜　9：00 ～ 17：00）

【幹事代理店】　有限会社 新潟コーリン
〒950-0965　新潟市中央区新光町7-2　新潟県商工会館５F
TEL 025-280-0361（受付時間／月曜～金曜　9：00 ～ 17：00）

【幹 事 保 険 会 社】	 東京海上日動火災保険株式会社
【非幹事保険会社】	 共 栄 火 災 海 上 保 険 株 式 会 社
	 三井住友海上火災保険株式会社
	 損 害 保 険 ジ ャ パ ン 株 式 会 社
	 Ａ Ｉ Ｇ 損 害 保 険 株 式 会 社

簡単! ご加入手続きは記入・投函するだけ!
学校を通じて配布された 黄色の封筒 をご確認ください。
加入依頼書を記入しご返送ください。(切手不要)
中途加入の場合の保険料は、お問い合わせ先にご連絡ください。

［令和２年度版］ 重 要 必ずご覧ください

お 手 続 き 方 法
❶プランをお選びください。
P5・M5・H・B・Cの中から
お選びください。

新潟県PTA安全互助会に加
盟している小・中学校等に
在校する児童・生徒が加入
することができます。

❷�加入依頼書を
　ご記入ください。
必要事項をご記入の上、金融機
関お届け印を押印ください。
P5・Ｍ5プランにご加入の場合
は、健康状態の告知も必ずご記
入ください。

❹�ご指定の口座から保険料
が引き落とされます。

口座引き落としの際、預金通帳
には「MBS.PTAホケン」と印字
されます。
引き落としされなかった場合は
翌月27日（土日祝日の場合は翌
営業日）に、再請求されます。

❸�返信用封筒にて
　ご郵送ください。
学校では受付できませんので同
封の専用封筒にて
ご返送ください。
（切手不要）

※サービスの内容は予告なく変更・中止となる場合があります。
※�サービスのご利用にあたっては、グループ会社・提携会社の担当者が、「お名前」「ご連絡先」「団体名」等を確認させていただきますのでご了承願います。

申 込 締 切 日（消印有効）
申込締切日 補償期間 保険料口座振替日 加入者証送付時期

第一次 3月19日（木） 令和２年4月1日午後4時～1年間 5月27日 5月
第二次 4月23日（木） 令和２年5月1日午後4時～11か月間 6月29日 6月

この保険は東京海上日動火災保険株式会社を幹事とした共同保険契約です。引受保険会社および引受割合等については、「重要事項説明書」をご確認ください。
引受幹事保険会社：東京海上日動火災保険株式会社 17-T08035　2017年12月作成

・メディカルアシスト 自動セット 受付時間＊1：24時間365日

＊1  予約制専門医相談は、事前予約が必要です（予約
受付は、24時間365日）。

0120-708-110
お電話にて各種医療に関する相談に応じます。
また、夜間の救急医療機関や最寄りの医療機関をご案内します。

緊急医療相談
常駐の救急科の専門医および看護師が、緊急
医療相談に24時間お電話で対応します。

予約制専門医相談
様々な診療分野の専門医が、輪番予約制で専
門的な医療・健康電話相談をお受けします。
転院・患者移送手配＊2

転院されるとき、民間救急車や航空機特殊搭乗手続き等、一連の手
配の一切を承ります。
＊2 実際の転院移送費用は、お客様にご負担いただきます。

夜間・休日の受付を行っている救急病院や、旅
先での最寄りの医療機関等をご案内します。

医療機関案内

がんに関する様々なお悩みに、経験豊富な医師とメディカルソー
シャルワーカーがお応えします。

がん専用相談窓口

・デイリーサポート 自動セット

法律・税務相談
提携の弁護士等が身の回りの法律や税金に関するご相談に電話でわかりやすくお応えします。また、ホームページを通じて、法律・税務
に関するご相談を24時間電子メールで受け付け、弁護士等の専門家が電子メールでご回答します。
[ホームページアドレス] www.tokiomarine-nichido.co.jp/contractor/service/consul/input.html
※弁護士等のスケジュールとの関係でご回答までに数日かかる場合があります。

・法律相談 ：10：00～18：00
・税務相談 ：14：00～16：00
・社会保険に関する相談 ：10：00～18：00
・暮らしの情報提供 ：10：00～16：00

受付時間：
いずれも
土日祝日、

年末年始を除く 0120-285-110

・介護アシスト 自動セット ※サービスの詳細は別冊資料をご確認ください。

（各サービス共通）ご注意ください
・ご利用は、保険期間中にご相談内容の事柄が発生しており、かつ現在に至るまで保険契約が継続している場合に限ります。
・ ご相談の対象は、ご契約者、ご加入者および保険の対象となる方（法人は除きます。）、またはそれらの方の配偶者＊1・ご親族＊2の方（以

下サービス対象者といいます。）のうち、いずれかの方に日本国内で発生した身の回りの事象（事業活動等を除きます。）とし、サービス対
象者からの直接の相談に限ります。

・一部の地域ではご利用いただけないサービスもあります。
・各サービスは、東京海上日動がグループ会社または提携会社を通じてご提供します。
・ メディカルアシストおよび介護アシストの電話相談は医療行為を行うものではありません。また、ご案内した医療機関で受診された場

合の費用はお客様のご負担となります。
＊1  婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある方および戸籍上の性別が同一であるが婚姻関係と異ならない程度の実質を備える状

態にある方を含みます。婚約とは異なります。
＊2 ６親等以内の血族・３親等以内の姻族をいいます。

「小・中学生総合補償制度」は2017年4月1日新規加入契約より引受幹事保険会社が東京海上日動火災保険株式会社に変更となっておりま
す。2017年3月1日以前にご加入の方は引受幹事保険会社が共栄火災海上保険株式会社となります。保険会社により補償内容等が異なり
ますので、ご注意ください。ご不明点等がございましたら下記代理店までお問い合わせください。

このパンフレットは団体総合生活保険の概要をご紹介したものです。ご加入にあたっては、必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。
ご不明な点等がある場合には、パンフレット等記載のお問い合わせ先までご連絡ください。

●制度に関するお問い合わせ先
　一般社団法人新潟県PTA安全互助会事務局
　〒950-0965
　新潟市中央区新光町7-2　新潟県商工会館5F
　TEL�025-280-0456
　（受付時間／月曜～金曜　9：00～17：00）

【幹事代理店】	有限会社　新潟コーリン
� 〒950-0965　新潟市中央区新光町7-2新潟県商工会館5F
� TEL�025-280-0361（受付時間／月曜～金曜�9：00～17：00）
【非幹事代理店】	株式会社あんしん21

【引受幹事保険会社】	東京海上日動火災保険株式会社　
� 新潟支店　新潟中央支社
� TEL�025-241-4105（受付時間／月曜～金曜�9：00～17：00）
【非幹事保険会社】	共栄火災海上保険株式会社　中央支店　新潟支社
� 三井住友海上火災保険株式会社　新潟支店　新潟支社
� 損害保険ジャパン日本興亜株式会社　新潟支店　新潟支社
� AIG損害保険株式会社　新潟支店

●もし事故が起こったときは
　＜事故受付専用フリーダイヤル＞
　東京海上日動安心110番
　TEL�0120-119-110　
　（24時間・365日対応）

小・中学生総合補償制度
ご加入のおすすめ

（団体総合生活保険）

サービスのご案内 「日頃の様々な悩み」から「もしも」のときまでバックアップ！
東京海上日動のサービス体制なら安心です。

令和２年4月1日午後4時から令和３年4月1日午後4時まで1年間（特段の申し出がないかぎり、中学卒業まで自動更新となります。）

保 険 期 間

引受保険会社に関するお知らせ

19-T04895　2019年12月作成

法律・税務・社会保険に関するお電話でのご相談や
毎日の暮らしに役立つ情報をご提供します。

暮らしの情報提供
グルメ・レジャー情報・冠婚葬祭に関する情報・各種スクール情報等、
暮らしに役立つ様々な情報を電話でご提供します。

公的年金等の社会保険について提携の社会保険労務士がわかりやす
く電話でご説明します。
※社会保険労務士のスケジュールとの関係でご回答までに数日かかる場合があります。

社会保険に関する相談

「もしも」が起こった時に
大切なお子様を

24時間いつでもどこでも
お守りする

「備え」のご案内です特長
3

特長
1 示談代行付き

個人賠償責任補償で
安心！

特長
2学校内・放課後・通学途中・プライベートを問わず

24時間補償で安心！

幅広い補償
特長
41万人以上の加入で団体割引等の

適用により 約51％割安
年間掛金3,000円～加入できます

熱中症、
細菌性食中毒も補償！

お子様ご本人だけでなく、
家族やペットが起こした
賠償事故も補償

病気で入院した場合の医療補償
（P5・M5プラン）

お子様の扶養者に
万が一のことが
あった場合の

育英費用補償
（P5・M5・Hプラン）

インフル
エンザも
対象

お子様が加害者に?? お子様がケガ

新潟県小中学校PTA連合会・新潟市小中学校PTA連合会　推薦

令和
２年度

本制度の主な特徴

PTA
小・中学生総合補償制度のご案内

新潟県小中学校PTA連合会
新潟市小中学校PTA連合会　推薦

重 要必ず封筒の中をお読みください。

２ 賠償事故の

※賠償事故を解決まで、保険のプロがしっかりサポート！
示談交渉サービスを実施！

３ 学校生活中、家庭生活中も

24時間しっかりサポート！

◆ごあいさつ◆

　保護者の皆様には平素より、PTA活動にご理解・ご協力を賜り誠にありがとうございます。
　さて、新潟県 P連・新潟市 P連としては、大切なお子様の安全のため、また保護者の皆様
方の安心の備えとして『小・中学生総合補償制度』を推薦し、この機会にご加入されること
をお奨めいたします。

新潟県小中学校 PTA 連合会 会長　板倉 久徳

新潟市小中学校 PTA 連合会 会長　小見 直樹　

３月19日（木） ４月23日（木）
お申込みもカンタン！記入・投函するだけ！（切手不要）

４月１日
補償開始

５月１日
補償開始

第
一
次

第
二
次

〈一般社団法人新潟県PTA安全互助会の任意加入の制度です〉

申込み
締切日

※プランによって補償内容が異なりますので、詳しくは同封のパンフレットでご確認ください。

団体保険なので保険料は

約51%も割安です。
１年間で3,000円～の掛金で加入できます。

1

（月々に換算すると約250円～）とお得です！（プランによって異なります。）

特長
3

特長
1 示談代行付き (国内)のみ 個人賠償責任補償で安心！

特長
2

お子様がケガお子様が加害者に!?

幅広い補償

１万人以上の加入で
団体割引等の適用により

約51％割安
１年間で年間掛金3,000円～加入できます

細菌性食中毒・熱中症・特定感染症も補償！

病気で入院した場合の
医療補償（P5・M5プラン）

お子様の扶養者に万が一の
ことがあった場合の
育英費用補償

（P5・M5・Hプラン）

小・中学生総合補償制度追加募集のお知らせ
（団体総合生活保険）

（一社）新潟県PTA安全互助会からのお知らせ

特長
4

　新型コロナウイ
ルス感染症も特定
感染症危険補償特
約で対象（後遺障
害・入院・通院）

新型コロナウイ
ルス感染症関連
肺炎も対象

学校内・放課後・通学途中・
プライベートを問わず

24時間補償で安心！「もしも」が
起こった時に
大切なお子様を

24時間いつでもどこでも
お守りする「備え」の

ご案内です

お子様ご本人
だけでなく、

家族やペットが
起こした

賠償事故も補償

支払限度額は最高１億円（P5･M5プラン）

安全普及啓発活動に
助成します！

新潟県・新潟市Ｐ連所属のPTA会員の安全と健康に関する意識の
向上を図り、その活動を奨励するために助成金を交付しています。

申請方法 

申請書等の様式のダウンロードは、ホームページで検索し
てください。
新潟県 PTA連合会  ➡ (一社）新潟県PTA安全互助会のページ

◎必ず活動前に申請が必要です。

助成額 単位PTA ２万円以内・郡市Ｐ連 ５万円以内
（申請は通算５回まで）

○講習会（自転車交通安全教室、救急法、自転車安全点検、護身術、防災、スポーツ障害予防　等）
○講演会・研修会（いじめ・ネットトラブル防止、人間関係づくり、特別支援、依存症対策、うつ病・自殺予防　等）
○その他（危険看板製作、パトロールジャンパー製作、安全マップ作り、危険箇所の修繕・除草　等）

申請事例

県
Ｐ
連

ス
ロ
ー
ガ
ン

子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
希
望
と
夢
を

～
地
域
で
育
て
る
生
き
る
力
～

　
日
頃
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
各
郡
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

な
ら
び
に
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の

皆
様
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
感
染
拡
大
の
不
安

の
中
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
会
長
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
新
発
田
市

Ｐ
連
所
属
の
板
倉
と
申
し
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。　

　
新
潟
県
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
は
、
県
内
各
郡
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
の
情
報
交
換
、
ま
た
、
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
日
本
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
い
っ
た
全
国
の
方
々
と
意

見
交
換
や
情
報
交
換
を
行
い
、

皆
様
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
発
展
と
、
児

童
生
徒
の
健
全
育
成
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
活
動
を
し
て

お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
新
学
期
ス
タ
ー

ト
か
ら
各
市
町
村
で
、
休
校
や

分
散
登
校
等
の
措
置
が
と
ら

れ
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
と
っ
て
も
今
ま
で
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
新
年
度
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
に

よ
る
様
々
な
活
動
の
自
粛
に
よ

り
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
必
要
性
と
、

そ
の
一
方
で
、
無
く
て
も
大
丈

夫
な
事
業
な
ど
、
こ
の
期
間
で

見
え
て
き
た
も
の
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
前
年
踏
襲

で
長
年
受
け
継
が
れ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今

の
時
代
に
合
わ
せ
て
改
善
で
き

る
と
こ
ろ
は
改
善
し
、
必
要
な

も
の
は
残
し
て
、
よ
り
良
い
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
を
進
め
て
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　
新
潟
県
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
子

ど
も
た
ち
の
感
染
予
防
や
学
習

の
遅
れ
等
、
現
状
の
課
題
に
対

応
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
新
潟

県
知
事
な
ら
び
に
県
教
育
長
に

要
望
書
を
提
出
す
る
な
ど
、
新

潟
県
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と

の
連
絡
を
密
に
し
、
郡
市
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
と
連
携
し
た
活
動
を

行
え
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
郡

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
な
ら
び
に
単

位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
に
と
っ
て
、

一
日
も
早
く
日
常
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
を
行
え
る
日
が
戻
っ
て
来
る

こ
と
を
願
っ
て
、
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

笑
顔
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
目
指
し
て会

長
　
板
倉
　
久
徳

　
当
委
員
会
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
／

メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
考
え
て
い

き
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
も
た
ら
す

子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
は
何

か
、
問
題
点
は
何
か
そ
れ
を
深

く
掘
り
下
げ
ま
す
。
良
い
使
い

方
、
正
し
い
使
い
方
の
意
見
を

出
し
合
い
研
究
し
、
子
ど
も
た

ち
の
お
手
本
と
な
る
よ
う
大
人

が
学
び
発
信
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
研
究
成

果
を
各
単
Ｐ
へ
情
報
共
有
し
Ｓ

Ｎ
Ｓ
／
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
一

人
で
も
多
く
の
会
員
が
意
識
を

高
め
ら
れ
る
よ
う
発
信
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
今
年
度
、
や
っ

て
み
た
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い

て
協
議
し
ま
す
。

　
各
郡
市
Ｐ
連
で
ど
の
様
な
活

動
を
し
て
い
る
の
か
？

　
真
似
し
た
く
な
る
、
特
色
の

あ
る
活
動
を
集
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
良
く

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
今
日
、
日
常
の
生
活
に

も
制
限
さ
れ
て
い
る
中
で
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
を
ど
の
様
に
し
て
い

る
の
か
も
情
報
交
換
出
来
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
で
は
、
今
年
度
も

２
回
の
広
報
誌
作
成
を
お
こ
な

い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
禍
に
お
け
る
激
動
の
半
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
私
た

ち
の
想
定
を
超
え
る
事
態
が

度
々
起
き
ま
し
た
。
今
後
も
子

ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
、学
校・

保
護
者
・
地
域
が
み
ん
な
で
知

恵
を
出
し
合
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
広
報
誌
で
は
情
報

や
課
題
の
共
有
を
含
め
、
県
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
の
活
動
を
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
紙
面
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

教
育
問
題
委
員
会
の
活
動

委
員
長
　
田
邉
　
修
一

組
織
検
討
委
員
会
の
活
動

委
員
長
　
小
林
　
勝
弘

広
報
委
員
会
の
活
動

委
員
長
　
徳
橋
　
和
人

　
令
和
２
年
度
の
新
潟
県
小
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
第
１
回
理

事
会
が
、
８
月
22
日（
土
）に
新
潟

テ
ル
サ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
、
５
月
中
旬

に
令
和
元
年
度
と
２
年
度
の
新

旧
理
事
が
揃
っ
て
の
理
事
会
、

６
月
上
旬
に
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
対
策
に
よ
り
い
ず

れ
も
書
面
決
議
と
な
り
、
今
回

の
理
事
会
が
初
顔
合
わ
せ
と
な

り
ま
し
た
。

　
関
ブ
ロ
と
ち
ぎ
大
会
の
縮
小

開
催
、
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の

参
加
方
法
が
協
議
事
項
と
し
て

挙
げ
ら
れ
、
賛
成
多
数
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
災
害
発
生
時
に
少
し

で
も
早
く
贈
れ
る
よ
う
に
と
、

昨
年
度
よ
り
継
続
審
議
と
な
っ

て
い
た
災
害
見
舞
金
に
つ
い
て

も
審
議
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
理
事
会
終
了
後
に
は
、
専
門

委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
例
年
で
あ
れ
ば
６
月
の
総
会

終
了
後
よ
り
活
動
が
始
め
ら
れ

る
専
門
委
員
会
が
、
今
年
度
は

８
月
下
旬
に
な
り
よ
う
や
く
始

動
し
ま
し
た
。

　
前
年
の
理
事
と
直
接
引
き
継

ぎ
が
で
き
ず
、
ま
た
状
況
も
ど

う
な
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い

う
不
安
の
中
で
の
活
動
と
な
り

ま
す
。

　
各
委
員
会
が
、
限
ら
れ
た
時

間
の
中
、
感
染
防
止
に
も
気
を

配
り
つ
つ
何
が
で
き
る
の
か
今

後
の
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。

新
潟
県
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　
理
事
会

令
和
2
年
度
　
初
開
催

役　職 所　　　属 氏　　　名
会　長 新発田 板倉　久徳
副会長 見　附 山口　裕子
副会長 新発田 髙橋　朋弘
副会長 上　越 太田　一巳
副会長 長岡市出雲崎 岩渕里江子
監　事 小学校長会 高橋　正則
監　事 佐　渡 川上　　巧
監　事 糸魚川 笠井　勝也
理　事 上　越 田中　　聡
理　事 上　越 岩城　　学
理　事 糸魚川 小林　　修
理　事 妙　高 宮越　元樹
理　事 長岡市出雲崎町 喜多村芳樹
理　事 長岡市出雲崎町 久保田麻由美
理　事 三　条 菊地　幸子
理　事 柏　崎 田邉　修一
理　事 加　茂 笠原　猛嗣
理　事 見　附 小此鬼　毅
理　事 小千谷 佐藤　友和
理　事 十日町市津南町 服部　諦円

令和２年度　役員
役　職 所　　　属 氏　　　名
理　事 南魚沼郡市 古藤　嘉一
理　事 魚　沼 中林　和俊
理　事 南蒲原 渡邊　隆幸
理　事 新発田 渡辺　佳典
理　事 五　泉 亀山　拓永
理　事 燕・弥彦 大石　俊治
理　事 村上市岩船郡 本間　洋一
理　事 阿賀野 倉島　啓至
理　事 佐　渡 土屋　康洋
理　事 胎　内 伊東　　崇
理　事 聖　籠 小林　勝弘
理　事 阿　賀 清野　和也
理　事 小学校長会 阿部　　勉
理　事 中学校長会 五十嵐喜代春
理　事 教職員組合 徳永　憲人
理　事 教職員組合 徳橋　和人
顧　問 小学校長会 吉田　　隆
顧　問 中学校長会 佐藤　幹夫
顧　問 県Ｐ連 太刀川歩美
事務局長 県Ｐ連 阿部　正利

板倉久徳会長

太田一巳副会長

山口裕子副会長 岩渕里江子副会長

髙橋朋弘副会長

１面　役員あいさつ・役員一覧
　　　理事会報告・委員会活動内容

２面　広報紙コンクール

３面　コロナ禍における学校生活

４面　県PTA安全互助会

目　次

P T A新潟県
No.109

発 行 新潟県小中学校PTA連合会
編 集 広報委員会
　　　 〒950-0965
　　　 新潟市中央区新光町７番地２
　　　 新潟県商工会館５階
Mail ngtknpta@coral.ocn.ne.jp

ホームページもぜひご覧ください！
新潟県PTA連合会


